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実験研究の目的

結論 参考文献

CIGS太陽電池のアルカリ不純物効果と
制御技術

NaやKなどのアルカリ金属添加によって太陽電池の性能が向上する、

いわゆる「アルカリ金属効果」は、CIGS太陽電池において1990年代
頃から知られていた

最近では、CIGSに限らずCu2Oや、Cu2ZnSnSe4、さらにはペロブスカ

イト太陽電池においても性能向上効果が報告されている

SiやGaAsでは半導体キラー、CIGSでは不可欠

⇒ どのようなメカニズムでCIGS太陽電池の性能向上に貢献して
いるのか、制御方法と合わせてそのメカニズムに迫る
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CIGS光吸収層：三段階法蒸着製膜（膜厚約２μm）
アルカリ不純物の添加：１．PDT（Postdeposition treatment）と

２．基板拡散法を併用し効果を検証

アルカリ不純物添加のタイミング
や、アルカリ金属種類ごとの効果
の違い、準安定アクセプタ形成へ
の影響を検証

Na、K、Rb、Csの効果に注目し比較検証を行った
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超軽量・高性能フレキシブルCIGS太陽電池
にはアルカリ不純物制御が不可欠
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NaやK、Rb、Csなど、アルカリ金属種類によらず太陽電池性能は向

上するが、PDT添加によるCIGS表面モホロジ変化はアルカリ金属
の種類によって異なる傾向が観察された

Csでは、今のところKやRbで観察されているRbInSe2のような界面異

相層の形成は観察されていない

アルカリ不純物効果のメカニズム解明は長期的な研究テーマ

⇒ 基礎研究課題でありながら、多元系材料・デバイス性能に直結
する重要な実用研究課題


